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　「骨髄移植」とは「骨1随輸血」と異なり，投与され　　り，もし岡種移値を行う時はABO式Rh式はもとよ

た骨髄細抱が個体内で！・JN化・増殖している状態で～ら　り，なるべく同型を選ぶべきである。捌嫡1伽鞠

り・1951年にマウス及びラ艸へ’il撒移1働載功し’C　’il・，11i汲び後捌1｝・棘」のの採1血Lが多いカミ、　H・urani等

（Lorenz）以来，現在は動物実験の・考丸ならず人体えの　　　（196〔｝）は第5～7肋骨前面切除」こり，或は死体から）

応用の段階に来ているo又骨髄のみで為：く，脾（Oole　　は脊番｛ll鯨及び横突起より屑’髄細胞を得てい喫祝，1ケ所

等1952），胎児肝（Jacobson等1955），胎児（Jacob一　　　から2～3cc宛採取し，金体として1、0～11、50cc（An－－

son　1952）の移植も盛んに行われているo　　　　，　　、dvews等196Dを‘采．lflLし，ヘパリン1000　1．　U，（島田

　移植前処題としてのX線照射線錨：は，所｝il！職血1穐死　　　↓966）或1汰EDTA　1～15四／ceか餐種アミノ酸，　V

を来す線量が一番胸効であり，従来の報tt’では．20－－f　　－B12をカllえたリンゲル液（白；Cil］196：1、）に入れる。之に

40r／hで850～n40　r（Thomas等1959），200～900　r　　生］11【1的食塩水5～：LOGcをヵilえ，1000r．　p．　m，で．10分間

（Andrews　1959及びAndrews等196D・50～6（｝O　r　　　遠沈するか，10（1〔｝meshで癒過するかして脂肪な取り

（Tocantins　1958）・r）O～502　r（Haurani等1960），　　1勇ミく。更に水性ペニシリン約5万単位を入れ，：tOo

160N476　r（芳賀1961）の線』辻が照射されている。併　　　cc／hの速度で静注する。保存する時は還心後，血清

し悪性腫瘍の治療には放射線照射の他，制疵剤を用い　　　とグリセロール7：3の液を骨髄鎖：と等蹴1こ入れ，

る蔀：が多い。種々の薬剤に就てMaklnodan等（1965）　　－70°C～－80Cに冷却して保存するa使用時には37

は中毒量に近い量であればある程，又免疫反応カーブ　　　～40℃温浴中で急速｝’：　：1？g－；かし．て用いる。この保存法

の潜伏期或は10g期初期に投与すればする程，最も　　　に闊しては，組織培ゴ楚細胞でも応用され，　Takano等

免疫反応を抑制すると述ぺ，Cortisone，　ACTH，　　　（196Dは2Q％グリセP一ルが適当とし，所謂slow

Hydro－cortisone，　Nitrogen　mustard，　TEM，．　　freezingでもfast　freezingでも細胞保存率には変

Endoxan・Thio－TEPA，6MP，　Thioguanine，8一　　　りがないと報告し，　Ferrebee等（1957）はグリセ

Azaguanine等を免疫反応を抑制する薬剤として雛げ　　　μ一ルは必要ないとし，　Richards等（：1・962）はPVP

ている。この中・Nitrogen　mustardは1寺に効果が　　　（30〔〕，　OOO　M．　W，）の10％液が一居優れていると報告し

あり・Dameshek等（1959），　Ambrus等（．1959）　　ている。一般にPolyhydroxic　alcohol，　Lactose，

及びThomas等（1965）は之を前処雌として骨髄移　　　Sucrose，　Choline　clllorideが保存効果があると云

植に成功し・又Beilby等（1960）はAminochlo－一　　われている（Smith　and　Congdon　1．96（））o

rambucilを用い成功している。一方Odel1及び著　　　　原子燃の不慮のlt］　｝：故によぽ）放射能【1章碍に骨髄移植が

者等（1958・1960）はMyleranの前処1翫は骨髄移　役立つ事はY・g・slavi・或1よL・s　A1・m・sの事故で

植による放射線障碍防禦作用は弱いと報告している。　　　防禦出来た事から明らかで幽るが，制癌剤の多くは醐

如何なる制癌剤が如何なる癌に一番有効であるか，そ　　　作用として造1血L臓器障碍を一番起し易いので（Asano

の大墨投与で如何なる制癌剤が前処雌として一番適当　　　等1963），大騒投与による副作用防禦としての骨髄移

であるかは轍の研究｝こまたなくて｝諏らない。　　植が瓢し一C・Otc’た。現在鰭性離L病（Atki。，。。等

　他人の骨髄細胞が宿主体内に移植が可能である条件　　　1959，Thomas等1959t　Andrews等1961，　Tokantins

に，抗体産生を抑制しなくてはならないと云う事が必　　　1958，Haurani等1960），特に急性リンパ性白血病

要である。その為に望む事は自窯或は同系移植であ　　　（McGovern等1959，　MathLN等1959），ホジキン病
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（H・11…nd　Y・k・1i・1958，　B・ilby等1960），悪性　である（V・・等1956，　C・1・等1957，　Urs・等1958，

腫瘍（N・wt・n等1959・Lacassag・・等1q55）繭：生　W・Ili・・9等1959）かは夫々の伽こより異なり，代行説

不良性貧血工（三妊1961，白神1961）が骨髄移櫃セこよ　　が有力になっている。

り，大量のX綜照鮒及び制瘤剤投与が〒if能になり究解　　　　同種或は異種骨髄移植を行うと，動物実験では，移

を起させている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　植後から次第に体璽が減少し始め，立毛及び下痢が著

　この骨髄移植を実施した時，如何なる細胞系が有効　　　しくなり遂には死亡する，，これを二次疾患（運発反

であるかに就いてはCongdon等（1956）は類虐11喬L病　　　応）と云ひ．　Mathdは人体で3型に，即a）遅発良

反応を示す未梢1血の移植に成功し，頼粒球系細胞tll寺　　　性型：骨髄移植1受ll［L液傑が正常化してから1，ケ月後発

に分化。増殖の能力のある未熟願粒球系細胞が有効で　　　症し．リンパ球減少症その他腫々の症状が覗われる

あるとしている。勿論リソパ球は効果が無いと云われ　　　型，b）母発型：’幽葺宜移植後1ヶ月以内に．　fil篤なリソ

ている（Smith　and　Congdon　1960）o骨髄細胞を有　　　パ球欠損，そのための感染及び免疫反応症状の現われ

効であるとする学者で「再生説」を支持する者は移　　　る型，c）潜在型：感染症として水痘，帯状麗疹が発

植された骨髄細胞は永久的に宿主骨髄細舶；に鷺きかわ　　　症する型に分けている6一般的に二次疾患としての臨

るとし，「代行説」を説える者は移植骨髄糸川1融は一時　　　床症状は，食慾不111受，悪心1幅吐，下痢，体ま宜減少，

的に代行し・後に宿三ヒ骨髄細胞力～分化・増殖するとし　　　1｝湖颯組皮症，リンパ録減少，エオジン好性自1血［球

ている。一方「液体説」とは移植された骨髄内の液　　　増多で謹）り，組織学的にはリンパ装1置1の発育不全，或

体性因子が宿主’wnfi細胞を叫lll戟恢復させると強う説で　　　は欠損、皮膚角化症，識皮腫で，生化学的には異常

あるo何れにせよ有効な骨髄細胞数はマウスで・1．2　x　　　なγグμプリン及びLDHパターγの禺現，　GOT，

106，犬でユ．4～1．8×1〔｝9，仔牛で1．2xlo9，人体で　　　GPT，　OCT馨の上身で占あ翫，併しjtt　lflL臓器が障lll｝さ

2・7×106・或はABO式同型骨髄ではユ00　x］・09，0型　　　れている111は少く，この説明に免疫学的解釈が行われ

では10～12×］　o‘j（「三三1字tl］　1961）と報僑されている。こ　　　（Congd〔m　and　Smith　1｛〕59），移櫃骨髄細胞が抗元と

の移植骨髄を採取する供髄潜は幼着であればある程良　　　　なり，宿主細胞が抗体をツ影成するとのWlost－－Versus・『

く（Congdon等1965），宿主は幼若密より年令の或程　　　ts「raft説と，反，駅期占1窯細胞が抗元となり，移植傍髄

度高い者の方が良い成績を得ている（Abrams　195工，　　細胞に抗体が生ずるとのGraft－versus－110st説力Sあ

C。1e　and　EIIis　1953）。何；掴こせよ照射前に移植し　　　る。現夜の所，骨髄奉ill砲に免疫反応を起す細胞は少く

ては何等効果がない。　　　　　　　　　　　　　　　　（Vos　1966），又放射線lll、射により，摺薫の免疫反応

　移値された骨髄細胞をP32でラペルし遮究した　　に対応する刮ll胞が完全孕こ破壌されるかが問題になっ

Brown等（1955）によると，注射後20岬30分で肺。肝　　　ている。一方，二次疾患とリンパ腺悪性腫瘍を岡一免

に，90分後に骨髄・脾に認められ，Odell　and　Smit11　　疫反応のカテゴリーに入れる見方（Dameshek　and

（1958）はSs5－1nethionineでラベルし15分後に肺に，　　Schwarしz　Z959）と，二次疾患を自己免疫であるとの

4時間以内に骨髄・脾・リンパ腺明旬腺に認めている。　　解釈（Oliner等1961）も1台頭して来た。この二次疾

芳賀（1961）はCr51でラベルし，1週間後に肝に最も　　　患を超らない様にするには，　Matheによると移植骨

著明に，次に骨髄・脾に誌めた。一般に移植細胞が宿　　　髄細胞の一70ac保存後の使用，或はAmethopterin

主内で、はたして分化・増殖しているかは，a）供髄　　　の使用が良いとされている。

者の抗体としての特性を示す赤1血球の産生（Makino一　　　経験した剖検例をこれらの諸間題で解釈してみた

daR　1956，　Lindsley等1955），　b）ヘモグロビソ型　　　い。

（Welling　and　van　Bakkumユ958，　Poop等1959，　　　　第1例　18才の男性。1963年11月全身疲労感，発

Makinedan　and　Anderson　1957）・c）女性特有の　　　熱，側顛部1重瘤を霊訴とし某医院で結核症として治療

分葉好中球核突起の存在（Asano等1966），　d）性染　　　していた。1964年1月信大丸田外科で「リンパ肉腫」

色体（Ford等1956，　Porter　1957），　e）供髄者特有　　　の診断の元にEndoxanを1ケ月投与し，3月一且退

な血滴蛋白分劃（PoPp　and　Smith．1．cjo’9），　f）供髄　　　院した。4月嚥下・呼吸困難のためCoGo　600r照射，

者の血清γ一グロブリン（Phillips　and　Thorbecke　　5月諏訪日赤病院外科へ入院。輸」血・抗生物質。造血

1966），g）キメラ特有のtoleranceの産生（Mathさ　　剤・デカドロン投与をi爽施したが，未騰総白」血球数

1965）等の方法により決定されている。それによると　　　300になった。9月20日より10月5日迄，ABO式1司

動物災験で30日後既に宿主型細胞で置きかわる（No一　　型血液型の9名より同種骨髄135ccを採取し，9園に

weU等1956）か，或は50～64日後でも供髄者型細胞　　　分けて静注した。同時に移植前からコルチゾン投与を
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続けた。移植後急速に血L液隙は圓復し，総白ユ血1球数は　　　第3例　59才の女性。］958年2月顔面に睡瘤が多発

13，000迄改書した。11月末より頭痛が持続し，：L965年　　　し，市立岡谷病院で「細網肉1重」の診断の元にNitro－

6月経済的理由から自殺した（第1図）。移植骨髄糸川　　rlliil，　X線照射を行・った。　llま院後3凹圏の入院中，末

胞が果して移植されたかなKosenow法で倹索した　　　ll与総白lr｛1．球数）．900と／：cり川血傾向な生じた。「汎骨髄

所，A十Bが6以上の値に移甑1愛22　E［後に確められ’！IL　　捗｝」の診断の元にユ9〔｝1｛卜11月28　1．liから12月4日迄同種

が，A十B／Cは死亡迄0．4以上にはならなかった。　　　置葱望多植1〔｝（）ccを：1割に亘って行った所，一時未梢1血L

側骨髄i芽球が未梢lf［Lで死亡Fl｝こ2％，骨髄1象で70％を　　　は弓文善したが，移植彼約29日にして尿螢減少し1965年

占めていた事が特異な疎である。　　　　　　　　　　　1月死亡した（節5図）。

　剖検所見（S－1437）：’IT髄はll鰯幽｝’。椎骨・大1量艮骨共　　　　剖検所見（S－1343）：骨髄はlj旬骨。脊椎共に赤色1班1

に赤色髄で，殆んどが側骨髄芽tt．ll’で占められている　　　で，簾1及び第2例に劣るが，頼粒隙系・赤1飢獣糸・

（第2図）oこの細胞の浸潤は更に肝（182（｝9・），脾（60　　栓隷系細胞がカ㍉なり誌められるt，全身リンパ装醗は嬰

の，リンパ腺，特に腎闘質に認められた。即本症例　　　縮発育耳く全を示し，形質細胞を認める（嬉6図）。本

は単に移植された細11担或1；k宿主の細胞が各種造」血L臓器　　　例は二次疾患が移植後1ケ月以内に現われた症伊燭であ

に認められたのみではなく，腫瘍性増殖し非白血性白　　　る。

血病の隙を示した例である。現在迄，動物爽験では移　　　　以上，造血織器（骨髄）移植の讃問題を通覧し，3

植細胞由来の悪性リソパ腫の発生のみがUphoff　and　　例の人体応用例から，前処雌としての制癌剤の選択の

Law（1958）にょり報俺されている。併し特発性虫t液　　　必要性，今後の胎児肝移植の応用の必要性を強調し

細胞踵瘍は骨髄移li乱により，発焦率が低下する報告が　　　た。

多く（渡辺1964），本例の如き症例は珍しい。

　第2例　39才の男性。1965年5月：右頸音il腫瘍の為耳　　　　（第1及び第3例の詳細な所見はAsano等（1966）

閉感があり，6月諏訪H赤痛院外科を訪才した。7月よ　　　に報告してい70。）

り　Endoxan　3，0001ra7，，　X線7，000r燐湧［口照射を行い，

自1家骨髄移植を爽施した。9rs　一一且退院したが，1ユ月　　　　文献
黄疵と共に獺部両側に旺彗三瘤が多発したのでlql入院。原　　　①Abrams　H．　L．：Proc．　SQc．　ExptL　BioL　Med．，

発巣不明の癩平上皮癌として，Mit。mycin　C　84nMl／7　　76：729－732，1951　　②Ambrus　C，　M．，　E，　T．

日，X線2、　400r／6目の治療を実施した所，未梢総臼　　　Feltz　and　J．　W．　Byron：Proc．　Am．　Assoc．　Can一

血球数500となった。その為1月8日0鯉5ケ瑚劇塒　　　cer　Res．，3：2，1959　③Andrews　G・A．；Lancet

肝109，13日A型3ケ月雌坦』1・，18日A型4ヶ月　　IE　：　667・一・668，195g　④Andrews　G，　A，，　B，　W，

胎児肝109をA型の本患者に静注した。ステロイドホ　　　Sitterson，　A．　L，　Kretclnnar　lc　nCl　R，　Tanida　l

ルモンも移植前から死亡迄投与した。移植後6日目に　　　Acta　haematQL，26；129－153，1961　⑤Asano

総白血球数8400となり，引続いて未櫨1血液隊は正常で　　　M．，T．　T．　Odell　Jr．，　T．　P．　McDonald　and　A．　C，

あったが9月死亡した（第3図）。本例もKosenQw　　Upton：Arch。　Path。，75；250－263，ユ963

法により6ケ月に亘り女性供髄者の好中球を証明禺来　　　⑥Asano　M、，　K．　Yamada　and　M．　Shimada：Med．

たし，6週間非A型赤血球を証明した。　　　　　　　　J．Shinshu　Univ．1966　in　press　⑦Atkinson

　剖検所見（S－166D：骨髄¢k脊椎・胸骨・大腿骨共　　　」．　B，，　F．　J．　Maholley，工．　R．　Schwartz　J．　A．

に赤色髄で，穎粒球系。赤エ血球系・栓球系細胞が多数　　　Hesch；Blood，14　；　228－234，ユ959　⑧Beilby　J．

認められる（第4図）。肝（ユ200の，脾（85の｝こは　　　0，W．，　L　S．　Cade，　A．　M．　Jelliffe，　D，　M。　Parkin

髄外造血巣を認めない。腫瘍は顧平上皮癌である。即　　　and　J　W．　Stewart：Brit・Med．　J・，196－99，　z960

本例は胎児及び胎児肝の移植がMitomycin　CとX　　　⑨Brown　M．　B．，　B．　B．　Hirsch，　C．　S，　Nagareda，

線併用の前処置で成功した例である。Jacobs。n等　　　S．　K。　Hochstet工er，　W．　G．　Taraghart，　P．　T。ch

（1656）は胎児肝は宿主に造」血を余り起さないが，生　and　l－1．　S．　Kaplan：丁，　Natl。　Cancer工nst．15：

存期を延長すると報告し，Porter（1959）は月台児肝移　　　949　一　973，1955　⑩Cole　L．　J．，　M．　C．　Fishler，

植は二次疾患を殆んど起さないと述べ，その優秀性を　　　M．E，　Ellis　and　V，　P，　Bond：Proc．　Soc，　Expt1．

報告している。我が国は諸外国よりも胎児肝（3～4　　　Biol．　Med．，80：11．2－117，ユ952　　⑭Cole　L，　J．

ケ月）を容易に入手出来るので，この方面の研究を期　　　and　M。　E．　Ellis：Am，」．？hysio1．，173：487－494，

待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1953　⑫Cole　L．」．，　M．　C．　Fishler　and　M．　E，
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